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こちらは医療行為ではありません。医者の診断によるものではございませんので、治療
に直結するものではございません。ご了承ください。あくまでも、最先端の菌の研究に
より分かることをレポートとしてお出ししているものになります。参考にしていただ
き、専門家の指導の基改善などにお役立てください。

事前確認事項について

こちらは医療行為ではありません。

腸内細菌は、平均３ヶ月ごと調べていただき改善することをオススメいたしておりま
す。食事の改善などを始めると個人差はありますが、２週間ほどで変化を感じる方が多
いです。正しく改善していくためにも定期的に受けることをオススメいたします。

定期的に受けることをオススメいたします。

こちらのレポートに記載されている内容は、改善を保証するものではございません。基
礎疾患等で既に医療機関の指導を受けている場合や気になる症状がある場合は、医療機
関を受診のうえ、医師の指導を優先してください。

記載されているアドバイスは改善を保証するものではございません。

こちらのレポートを転載・譲渡または類似品作成、類似と思われるような行為は一切禁
止しております。レポートを基に指導できる専門家はORDERMADEplus株式会社に所属
する専門家のみとなります。このレポートを使用し、他の専門家等別の人間が指導やサ
ポート・助言等これらと思われるような行為も禁止となります。

転載・譲渡・類似品作成等は禁止としております。
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目安 今回 前回

悪玉菌系 ９％以下 １７％ ー

善玉菌系 ４％以上 ４.６％ ー

病原性細菌群 ０．５％以下 ２.４％ ー
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※目安：良好な傾向となる目安値

腸内フローラは、約１０００種類以上の腸内細菌から構成されています。
まずは、腸内の全体のバランスに関する総合的な結果から見ていきましょう。

コメント
善玉菌を含む細菌が４.６％
と目安値より低いの比率を示し、
悪玉菌を含む細菌が１７％と目安値
より高い比率、さらに病原性細菌郡が
２.４％であることから
腸内環境は悪い傾向にあると考えられ
ます。

腸内フローラ（環境）総合判定

約１０００種類以上

悪い傾向
前回：ー
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目安 今回 前回

シュードモナス門 フソバクテリア門
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あくまでも腸内フローラの観点のみから分かる疾患リスクとなります。現時点で、疾患
の診断や今後の発症に必ずしも直結するものではありません。疾患の発症には、腸内環
境意外にも様々な要因が関わっているため、それらの要因も踏まえた様々な観点が必要
となります。

腸内フローラの観点からみた疾患リスク

※注意事項
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腸内フローラの組成

今回 前回

なし



順位 名称 特徴

１ バクテロイデス
（Bacteroides）

腸管免疫系において免疫活性作用を有する腸内細菌を構成
する優勢菌のひとつ。よく眠れる「睡眠菌」。

２ メガモナス
(Megamonas)

 小児・青少年に最も一般的な非アルコール性脂肪性肝疾
患(NAFLD)で増加がみられる。詳細は不明。

３ サテレラ 
(Sutterella)

糖の資化性がなく反応性に乏しく、宿主にどんな影響を与
えるのか不明。

４ ラクトバチルス
（Lactobacillus）

回腸嚢炎および胆管炎の臨床症状を軽減でき、さらに有害
細菌を阻害する過酸化水素を産生する。

５ ビフィドバクテリウム
（Bifidobacterium）

 生理機能に有用なビフィズス菌を含み、整腸作用など全
身性の疾患を改善する作用がある。

６ ヘモフィルス
（Haemophilus）

インフルエンザ菌などの病原菌、日和見菌として感染症を
引き起こす細菌群も含まれる。

７ マンナイミア
(Mannheimia) 腸内常在菌。感染症の原因菌も含まれる。
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個別注目菌
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菌の割合

バクテロイデス
27.16

メガモナス
10.29

サテレラ
5.07

その他
5.02

ラクトバチルス
4.63

ビフィドバクテリウム
4.22

ヘモフィルス
3.98

マンナイミア
2.36

ルミノコッカス
1.79

フィーカリバクテリウム
1.62

今回

前回
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気を遣う人が持っている。
慎重派。 あがり症。緊張しやすい。

大腸がんや大腸炎の原因菌となりうる菌。
０が望ましい。 ファスティングが効果的。

注目菌 トップ３
１．サテレラ

２．フソバクテリウム

通称名：繊細菌

３．スプレプトコッカス

肺がんの原因菌
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感染症の原因となる菌が多くいますので、腸内環境を良くする必要
があります。
善玉菌である乳酸菌や納豆菌、酪酸菌（らくさんきん）を増やす
と、感染菌も働かなくなります。 
そのためにも、発酵食品を積極的に取り入れましょう。 
食事に、味噌汁や納豆、お漬物（ぬか漬け）、キムチ、ナッツ類な
どを継続的に取り入れましょう。

和食を中心に、お野菜をしっかり取ることで、お腹の善玉菌が増
え、悪玉菌が働きにくくなります。 
毎食、お野菜のおかずをプラスしてみましょう。

早急に改善が必要！　トップ３
１．善玉菌を増やすために、発酵食品を積極的かつ継続的にとりましょう。

２．野菜の摂取量を増やしましょう。

３．歯の手入れをこまめにしましょう。

歯石・歯垢の中には歯周病や病気の原因菌が隠れています。
歯の手入れをこまめに行いましょう。
また、殺菌剤の入っていない歯磨き粉の使用をおすすめします。
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腸内フローラ検査結果資料添付
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腸内フローラ検査結果資料添付
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